
自
動
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
の
自
動
車
業
界
が
復
活
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
効
果
も
あ
り
、
為
替
は
円
安
に
振
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
約
４
年
間
に
お
よ
ぶ
超
円
高
の
逆
風
の
中
で
各
社
が
取

り
組
ん
で
き
た
収
益
改
善
策
の
成
果
が
、
花
開
き
そ
う
だ
。
東
海
・
北
陸
地
方
の
自
動
車
業
界
に
と
っ
て
も
、
日
本

を
基
盤
に
し
て
世
界
と
戦
え
る
環
境
が
よ
う
や
く
整
っ
て
き
た
。
反
転
攻
勢
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る
。

アクアの販売が好調で工場は生産に追われる

体
質
改
善
も
成
果

国内外で適正生産を維持厳しい経営環境ひとまず緩和

日本の車産業に追い風
円
安
で
反
転
攻
勢
　

ブラジルに投入し
た「エティオス」

営業益押し上げトヨタ上方修正へ

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ４月２４日 水曜日 　　

　
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
の
努

力
も
大
き
か
っ
た
。
ト
ヨ
タ

は
異
常
な
水
準
の
円
高
を
受

け
て
、

年
４
月
か
ら
部
品

各
社
に
対
し
、
例
年
見
直
し

て
き
た
部
品
価
格
の
引
き
下

げ
率
を
上
積
み
す
る
よ
う
要

請
。
部
品
各
社
も
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
こ
れ
に
こ
た
え
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

　
生
産
拠
点
の
海
外
展
開
も

図
っ
て
き
た
。
国
内
で
の
生

産
台
数
は
年
間
３
０
０
万
台

を
堅
持
す
る
と
い
う
方
針
を

掲
げ
つ
つ
、
そ
れ
を
上
回
る

日
本
か
ら
の
輸
出
分
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
需
要
の
あ

る
国
で
生
産
す
る
。

　
特
に
、
車
両
本
体
に
比
べ

現
地
生
産
が
遅
れ
て
い
た
エ

ン
ジ
ン
や
変
速
機
な
ど
の
ユ

ニ
ッ
ト
部
品
に
つ
い
て
も

「
現
在
は
日
本
か
ら
の
出
荷

が
多
い
が
、
現
地
生
産
化
を

進
め
る
」

小
沢
哲
副
社

長

と

年

月
の
記
者
会

見
で
説
明
。
そ
の
後
、
イ
ン

ド
や
タ
イ
、
米
国
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
各
国
で
、

年
以
降
に

エ
ン
ジ
ン
の
生
産
能
力
を
増

強
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
こ
う
し
た
苦
し
い
経
営
環

境
は
、
今
回
の
円
安
で
ひ
と

ま
ず
は
緩
和
さ
れ
る
。
今
後

は
「
長
め
の
視
点
と
し
て
、

為
替
フ
リ
ー
の
生
産
拠
点
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
」

豊
田
社
長

。
と
り
あ
え

ず
は
「
国
内
生
産
３
０
０
万

台
堅
持
、
そ
れ
以
上
は
需
要

地
で
生
産
」
と
い
う
現
在
の

方
針
を
維
持
す
る
と
見
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
需
要
地
で
生

産
す
る
に
し
て
も

年
の
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
ま
で

の
よ
う
な
や
み
く
も
な
拡
大

路
線
は
と
ら
な
い
。

　
ト
ヨ
タ
は
車
両
工
場
に
つ

い
て
、
す
で
に
増
強
を
決
め

て
い
る
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
除
き
、
建
屋
建
設
を
伴

う
新
設
は
今
後
３
年
間
凍
結

す
る
方
針
。
既
存
工
場
の
能

力
を
最
大
限
活
用
し
な
が

ら
、
米
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の

よ
う
な
好
調
な
市
場
で
の
供

給
能
力
を
確
保
す
る
。

　
製
品
面
で
は
「
も
っ
と
い

い
ク
ル
マ
づ
く
り
」
が
こ
れ

か
ら
果
実
を
も
た
ら
す
。

「
プ
リ
ウ
ス
」
や
「
ア
ク

ア
」
と
い
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車

Ｈ
Ｖ

を
は
じ
め
、

米
国
で
売
れ
行
き
が
好
調
な

中
型
車
「
カ
ム
リ
」
、
新
興

国
で
根
強
い
人
気
を
誇
る
ト

ラ
ッ
ク
ベ
ー
ス
の
「
Ｉ
Ｍ

Ｖ
」
シ
リ
ー
ズ
と
、
ト
ヨ
タ

に
は
世
界
で
戦
え
る
製
品
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

年
ご
ろ
か
ら
続
々
と
、
次

期
モ
デ
ル
を
投
入
す
る
。
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
一
体
に
な
っ

た
「
い
い
ク
ル
マ
づ
く
り
」

の
成
果
が
い
よ
い
よ
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
東
海
・
北
陸
地
域
に
は
、

ト
ヨ
タ
の
ほ
か
に
も
、
ホ
ン

ダ
鈴
鹿
製
作
所

三
重
県
鈴

鹿
市

、
三
菱
自
動
車
名
古

屋
製
作
所

愛
知
県
岡
崎

市

、
静
岡
県
に
あ
る
ス
ズ

キ
と
ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
本
社

お
よ
び
主
力
工
場
と
、
完
成

車
メ
ー
カ
ー
の
主
力
生
産
拠

点
が
あ
る
。
世
界
の
自
動
車

産
業
を
支
え
る
地
域
と
し

て
、
部
品
メ
ー
カ
ー
を
含
め

た
モ
ノ
づ
く
り
の
力
に
か
か

る
期
待
は
大
き
い
。
円
安
傾

向
の
中
で
、
今
後
ど
こ
ま
で

本
来
の
力
が
発
揮
で
き
る
か

に
注
目
が
集
ま
る
。

　
「
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
よ

う
と
い
う
現
政
権
の
素
早
い

動
き
は
、
モ
ノ
づ
く
り
企
業

に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男

社
長
は

日
、
宮
城
県
で
行

っ
た
記
者
団
と
の
懇
談
で
こ

う
述
べ
た
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
２
０
１

３
年
３
月
期
の
業
績
で
、
通

年
の
為
替
レ
ー
ト
を
１

円
、
１

１
０
４
円
と

想
定
。
１
―
３
月
期
に
限
れ

ば
１

円
、
１

１

１
４
円
と
見
る
。

　
と
こ
ろ
が
実
際
の
円
ド
ル

相
場
は
１
月
下
旬
か
ら
１

円
台
が
定
着
。
４
日
の

日
銀
の
大
幅
な
金
融
緩
和
以

降
は
、
円
安
に
戻
し
て
き

た
。

　
業
績
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
。
１
円
の
円
安
で
対
ド

ル
３
５
０
億
円
、
対
ユ
ー
ロ

億
円
の
営
業
利
益
押
し
上

げ
効
果
が
あ
る
。

年
３
月

期
は
、
従
来
１
兆
１
５
０
０

億
円
と
し
て
き
た
通
期
連
結

営
業
利
益
の
見

通
し
を
は
じ

め
、
業
績
予
想

を
大
幅
に
上
方

修
正
す
る
こ
と

は
確
実
な
情
勢

だ
。

　
ト
ヨ
タ
は

年
３
月
期
に
創

業
以
来
初
め
て

の
営
業
赤
字
に

転
落
。
そ
れ
以

降
、
円
高
が
進

む
中
で
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の

収
益
改
善
努
力
を
続
け
て
き

た
。
「
毎
年
３
０
０
０
億
円

を
超
え
る
収
益
改
善
を
し
て

き
た
」

伊
地
知
隆
彦
取
締

役

。
そ
の
結
果
「
も
し
円

安
に
よ
る
業
績
修
正
が
な

く
、
１

円
で
も
単
体

損
益
は
１
０
０
億
円
の
黒
字

に
な
る
」

同

と
こ
ろ
ま

で
体
質
改
善
が
進
ん
で
き

た
。

　
こ
れ
を
可
能
に
し
た
最
大

の
要
因
は
、
お
家
芸
と
さ

れ
て
き
た
原
価
低
減
の
取
り

組
み
に
あ
る
。
「
単
に
台
数

を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
、
１

台
当
た
り
の
粗
利
を
改
善
す

る
た
め
に
固
定
費
を
増
や
さ

な
い
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
取
り
組
み
を
現
場
の
末
端

ま
で
浸
透
さ
せ
て
き
た
」

同

。


